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メーリケ「プラハへの旅路のモーツアルトJ

における提示部の描写について

永谷益朗

はじめに

メーリケの「モーツアルト」は、これまで多くの解釈を見出してきた。

そのなかでも、この作品の構成については意見が分かれており、！）それは

同時にこの作品のジャンルの帰属性の問題としても論じられている。2）本

稿では、ポールハイムの分析をやや修正した構成を提案し、さらに提示部

の描写の特質を、その作品中での役割と関連づけながら考察してみたいと

思うのである。

1. 作品の構成

作品の構成に関しては、「コンスタンツ品の物語」を「第三楽章」とし

て区分し、四楽章形式のソナ夕、あるいは交響曲とのアナロジーを認める

解釈がある。3）しかし、ポールハイムの分析が示すように、上述の部分が

「馬車の中での会話」と構成的にも、また内容的にも対応していることを

考えるならば、この説は受け入れがたく思われるのである。一方、ポール

ハイムの分析は、少なくともその小区分に関しては、一部を除いて、その

まま引き継いでさしっかえないと忠われる。これを私見により再検討した

ものを以下に示す04) 
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第一部（213,1-227, 11) c）オレンジの木の由来、

a）旅（213,1-214,12) 詩の朗読など（245,20-253,28)

b）森（214,13-216, 10) 第三部（253,29-27 4, 10) 

c）馬車の中での会話 a）コンスタンツェは物語る

(216, 11-227, 11) (253,29-266, 19) 

第二部（227,12-253, 28〕 b) 「ドン・ジョヴァンニ」

a）城館の庭での出来事、 (266,20-273,18) 

夫妻の招待（227,12-237, 25) c）旅立ち（273,19-27 4, 10) 

b）モーツアルトは物語る

(237, 26-245, 19) ［エピローグσ74,11-276,22)

ヴィーゼは、上の表の第一部にあたる部分を「本来のテーマに対する序

曲」にたとえ、5）またファレノレは、この部分を「提示部」と呼んでいる。6)

いずれにせよ、第一部は、以下で物語られる事柄への導入の役割を果たし

ており、そこでは、モーツアルトの日常的側面が、 コソスタンツェとの関

わりを通して描かれるのである。

ポールハイムが「中心部複合体」と呼んでいる第二部では、モーツアル

トの音楽の明るい側面がオイゲーニエの婚約式を舞台にして展開する。た

とえ、それが結婚式ではなく婚約式、しかもその Nachfeier という形で

抑制されているにせよ、この祝祭の要素が第一部の日常の描写と対照をな

している。この第二部がそれをめぐって展開するところの、オレンジの木

の重要性は、既に多くの研究が指摘している。

第一部とほぼ鏡像的に対応している第三部は、蒋びモーツアノレトの日常

の描写で始まる。第二部が午後の明るい光のなかで展開したのに対して、

日は既に沈みかけている。「ドン・ジョヴァンニ」が演奏されるのは、夜

になってからである。
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作品の構成上の中心が第二部の（b）で、あり、作品全体がその中心をめぐっ

てシンメトリックに構成されていることをポールハイムはっきとめてい

る。しかし、「あの恐しいコラール」が「部屋の死のような静寂を貫いて

響き渡る」のは午後11時頃であり、これは、 24時間からなる物語の時間枠

の中心点であるのと同時に、作品の隠れた中心でもある。第二部（b）と第三

部（b）は、どちらもモーツアルトが自作の成立について報告するという点で

は共通している。しかし、「ドン・ジョヴアンニ」における主人公の破滅

の場面の劇的緊張は、オイゲーニエの言葉によって「フィガロ」と関係づ

けられている小舞踏曲の優雅さの対極に位置しているのである。7）作品の

構成における昼と夜は、「フィガロ」と「ドン・ジョヴァンニ」が作曲家

の二つの側面を代表しているのと同様、この作品においては、象徴的な意

味を付与されており、また、この二つの側面の結びつきこそ、作品のテー

マ合なしているといってよいのである。

旅立ちの場面では、再び明るいモティーブが前景に出て、物語の本体を

締め括る。しかし、抑制されてはいたものの物語の底を貫いて流れていた

悲京感は、エピローグに流れ込み、そこでオイゲーニエを媒介にして、そ

の表現を見出すのである。

物語られる内容は、相互に緩やかな結びつきしか持たず、その構成の緩

さは非難されることも稀ではなかった。8）しかし、それぞれの「部分」は、

徐々に段階を追って、読者をメーリケによって内面化されたモーツアルト

の核心へと導くよう秩序づけられているのである。これこそ、この作品の

構成の意図するところであり、また、それは実際、十分その効果を生み出

しているのである。9)
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2. 提示部の描写

(1) 明暗の交代

第一部に見られる明暗の交代は、作品全体の構成における昼と夜に、従

って以上で述べたそーツアルトの二つの側面に、対応するものであると言

うことができるであろう。第一部（b）の暗聞は、その前後の明るさと対比を

なしている。また、第一部（c）では、語り手の報告の暗い音調がその前後の

明るさと突代している。第一部とほぼ鏡像的に対応している第三部も、明

暗の交代という点では、ほぽ同じ構成を取っている。しかし、既に述べた

ように、続く部分に対する導入の役割を果たしている第一部では、作品の

テーマがより暗示的な形で示されるのである。ここで暗示されたモーツア

ルトの明るい側面は、第二部の（b）で、また、暗い側面は第三部の（b）で、前

面に押し出される。しかし、この二つの側面、すなわち「充溢と貧困、無

制限と制約、創造と死、霊感と被造物としての限界」10）は不可分に結びつ

いており、その結びつきは、物語のどの側面をとっても認めることができ

るのである。

(2）馬車

(b）を除いた第一部を通じて、馬車は走っている。この馬車は、空間中で

の運動によって時間の流れを象徴しているのである。 lDこれは、モーツア

ルトが御者に呼びかける時の，，Schwager“という言葉が、有名なゲーテ

の詩「御者クロノスにjAn Schwager Kronosと連想上の結びつきを持

っていることとも関連している（ゲーテは Xp6vosと Kp6vosを同一視

している〉。12）ちなみに作品の後の方にも、この詩を想起させる箇所が存

在する。13)

第二部では、馬車は停止する。この運動と静止の対比によって、城館で
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の滞在における休息の性格が強調されるのである。そこの庭でモーツアノレ

トは「快い幼年時代の思い出」に導かれる、。それは、「あたかも見えない

魔法の円によって、一切の騒々しさや慌ただしさから隔てられたかのよう

な」失われた楽園の一片なのである。14）モーツアルトの時の移ろいやすさ

に対する嘆きは、そこでは沈黙する。第三一部（c）の旅立ちの場面で馬車は再

び動き出し、それとともに時間は再ひ、慌ただしく流れ始めるのである。

作品冒頭の詳細な馬車の描写によって、語り手は過去の時聞を読者の眼

前に呼び出す。読者は、この馬車によって、モーツアルト夫妻とともに物

語の舞台である城館の領域へ導かれるのである。このフオルグシュテット

将軍夫人の所有物である馬車は、第三部の（c）で・モーツアルトが滞在の記念

として伯爵から贈られる馬車とモティーフ的に関連している。どちらの馬

車もモーツアルトを愛する人々の心情を担うものとしては共通している。

しかし、後者は、エピローグの詩では、二頭の黒L、小馬の曳く、モーツア

ルトの棺を運ぶ馬車のイメージへと変化するのである。作品冒頭の馬車の

描写では、そのようなイメージの急転は、おそらく読者の予想外にあるで

あろう。しかし、これをかすかに暗示する表現が第一部に認められないわ

けではない。モーツアルトは、この馬車を「二頭の去勢された雄羊を運ぶ

肉屋の手押車（214,36）」にたとえているのである。

(3) 人物と色彩象徴

「メーリケの象徴による表現は控えめであり、完全に具象的なるものと

物語の軽やかな調子のなかに織り込まれている。しかも、それは大抵の場

合一義的でなく、『多価（polyvalent)J]なのである」15）とハンネ・ホレソ

フスキーは述べている。これは、官官節で考察した馬車のイメージをとって

も明らかである。すなわち、作品中で描かれる対象は、写実的レヴェルを

離れることなく、象徴的雰閤気を付与されているのである。これは作品冒
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頭の夫妻の服装の描写にもあてはまることなのである。

そこでは、両者の対比が、モーツアルトの釦の地金と靴の留金の金色

と、コンスタンツエの服の緑とし、う、控えめな色彩象徴という形で表現さ

れている。エレオノーレ・フライは、ある別の関連で、この二つの色を芸

術と人生の概念と関係づけている。

メーリケにとって特徴的な「金色を帯びた緑（goldengriin〕」は、

移ろいやすい人生から芸術のうちに硬直した世界への移行をある一瞬

において捉えている。その瞬間においては、生命あるものは既に芸術

の輝きのうちに、また、芸術はまだ生命あるものの息吹のうちに、そ

の姿を示すのである。16)

また、緑は同時に希望の色でもある。この象徴価は、第一部を締め括るコ

ンスタンツ且の未来幻想において、その愛すべき表現を見出すのである。17)

この緑は、続く第二部の、これまでソナタ形式に基づいて書かれている

と解釈されてきた、モーツアルトのナポリ水上劇の回想においては、第二

主題の色に相当する。18）それに対して、第一主題の色は赤であり、これは

オイゲーニエのドレスの色である。どちらの色も作品中では常に白と結び

ついて現われている。19)

再び提示部の描写に戻れば、第一部（c）で、語り手はそーツアルトの浪費

と（220,9-22）コンスタンツエの倹約（221,11-12) （これは小説の歴史的事

実からのずれが最もはっきりしている点である。〉について報告している。

森の場面のはじめの香水瓶のエピソードは、倹約に代表される市民的美徳

と対立する、モーツアルトの浪費をはじめとする弱点の数々が、「彼に関

する我々の賛嘆の対象の一切と必然的に結び、ついている」ことを具象的な

イメージに置き換えたものである。
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,,Ich h邑tt’esdenken konnen“， klagte sie; ,,es duftete schon lang 

so stark! 0 weh, ein volles Flaschchen echte Ros白 d’Aurore

rein ausgeleert! Ich sparte sie wie Gold.“一，，Ei, Narrchen“， 

gab er ihr zum Trost zuriick, ,,begreife doch, auf solche Weise 

ganz allein war uns dein Gotter-Riechschnaps etwas niitze. [ ... ］“ 

(214, 26-28) c下線筆者〉

モーツ 71レトの言葉にかすかに感じられる諦念は、作品の色彩とロココ

的華やかさの一切を貫いて、抑制された悲哀感を与え続けているものであ

る。ここに見られる流出のイメージは、第二部（a）のそーツアルトの自作の

協奏曲の演奏を、そして、さらにはオイゲーニエがそーツアルトの早逝を

予感するエピローグを暗示的に準備していると見ることもできるであろ

う 20)

[ ... ] so aber, daB sie〔＝diereine Schonheit〕［••• ] ein herrliches 

Pathos verschwenderisch ausgieBt. (236, 3-8)/ [ ... ] den Uberfluβ， 

den er verstrるmenwiirde, [ ... ] (275, 6-7) 

3. 作品の時間的設定一－nochと bald一一

以上で述べた呑水瓶のエピソードによっても、以下の部分で展開される

モーツアルトの存在の二面性とその結びつきが暗示されている。これは、

さらに作品の時間的設定においても読み取ることができるのである。物語

の演じられるこの一日21)は、メーリケの詩の数々を特徴づけているあの

nochと baldの聞の緊張を苧んだ時点にあたっている。しかし、予感さ

れる未来は、モーツアルトの芸術の完成と同時に作曲家の死をももたらす

ものなのである。

作品は、年号と季節を述べることから始まっている (ImHerbst des 
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Jahres 1787 ... ）。秋は成熟と実りをもたらす、まだ光に溢れている季節で

ある。しかし、それはやがて冬へと移行するのである。また、 1787年は

「あの災いに満ちた未来（247,22）」を既に内に苧んでおり、復古期には見

かけ上の生命を維持するに過ぎないロココ時代の秋でもある。

第一部（c）で語り手は「ドン・ジョヴァンニ」のプラハ初演にいたった事

情について報告している。プラハで、の「フィガロ」の成功の後、同地での

「ドン・ジョヴァ γニ」の初演の前という時点は、モーツアルトの二つの

側面を代表しているこの二つのオペラを物語の背景のモティーフとして導

入するのにも適しているのである。作品の構成における昼と夜がその二つ

の側面に対応するものであることは既に述べた。「フィガロ」の世界が展

開するのは、まだ光に充ち溢れている午後の時間である 022）それに対し

て、「ドン・ジョヴァンニ」の世界が前景に出るのは、ょうやく夜になっ

てからである。

次の作品冒頭からの引用は、作品の時間的設定が苧んでいる noch と

baldの開の緊張をかすかに暗示しているものであると見ることもできる

であろう。

[ ... ] noch nicht viel i.iber dreiβig Stunden Wegs van Wien ent-

fernt, [ ... ] wo man das schone M品hrischeGebirg’bald vollends 

iiberstiegen hat. (213, 4 9) 

[ ... ] der Anstrich aber noch keineswegs van jenem spiegelglatten 

Lack der heutigen Wiener Werkstiitten gliinzend, der Kasten 

auch nicht vollig ausgebaucht，〔．．．〕（213,20-22) c下線筆者〉

モーツアルトの存在の二つの側面とその結びつきが最もはっきりと見て取

れるような時点に、物語の時聞は設定されていると言うことができるので

ある。



『プラハへの旅路のそーツアルト』における提示部の描写 37 

結び

以上、提示部の作品中での導入的役割について、そしてさらに、そこで

暗示されている作品のテーマと物語の時間的設定の関わりについて述べ、

その際、明暗の交代、馬車、色彩象徴等の例を挙げて、提示部における描

写の特質を考察した。フリッツ・マノレティーニは、「注意深く読むことに

よってのみ、この充溢は、すなわち、このノヴェレにおいて織りなされる

そティーフと色調のほとんど音楽的な絡み合いは、解明されるのである」

と述べている。幻）その課題がここで幾分でも果たされていることを願う

ものである。

1主
1) また、この小説のモーツアルトにどの程度メーリケが白分自身のイメージを

投影しているか、という問題についても意見が分かれている。 Vgl. Benno 

von Wiese, Eduard Marike, Tlibingen u. Stuttgart 1950, S. 270-295; 

Eleonore Frey, Poetik des Ubergangs, Zu Marikes Gedicht”Giittliche 

Reminiszenz“， TU bingen 1977, S. 167. 
2) V gl. Benno von Wiese’”Eduard M凸rike,,Mozart auf der Reise nach 

Prag“＇， in: Die dt. Novelle von Goethe bis Kafka, Bd. I, Dlisseldorf 
1956, S. 213 237 (=Novelle); Karl Konrad Polheim, ,,Der klinstlerische 

Aufbau von M凸rikesMozartnovelle“， in: Eゅhorion48 (1954), S. 41-
70, usw. 

3) V gl. Max Ittenbach’”Mozart auf der Reise nach Prag“， in: GRMXXV 
(1937〕， s.338一354; Raymond Immerwahr，”Narrative and 
Structure in ,Mozart auf der Reise nach Prag‘‘‘， in: Studies in Germani, c 

Languages and Literatures, hrsg. v. E. Hofacker u. L. Dieckmann, St. 

Louis 1963, S. 103-120. 

4) 頁数は次の作品集のものである。 Miirikes¥Verke, kritisch durchges. u. 

erliiutert. Ausg., 3 Bde., hrsg. v. Harry Maync, Meyers Klassiker-Aus-

gaben, Leipzig u. Wien o. J.〔1909;2., verbess. Aufl. 1914; Neudruck 

1924〕， Bd.III. 

5) Wiese, Novelle, S. 218f. 
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6) Ralph B. Farrel, Mozart 耐えfder Reise nach Prag, London 1960, S. 

29. 

7) Vgl. Gerhard Storz, Eduard Miirike, Stuttgart 1968, S. 389. 

8) Vgl. Polheim, a. a. 0., S. 41-44. 

9) Vgl. Franz H. Mautner, ,,M凸rikes,Mozart auf der Reise nach Prag"', 

in: Die ¥Verkinterpretation, hrsg. v. Horst Enders, Darmstadt 1967 

(Wege der Forschung 36), S. 366. 

10) Vgl. Josef Kunz, Die dt. Novelle im 19. Jh., Berlin 1970, S. 23. 

11) V gl. Christiaan L. Hart Nib brig, Verlorene Unmittelbarkeit, Zeiterfahrung 

und Zeitgestaltung bei Eduard Miirike, Bonn 1973, S. 358f. 

12) Vgl. Farrel, a. a. 0., S. 27. 

13) 例えば、モーツァノレトが、「ドン・ジョヴァンニ」演奏の場面で言及する地

獄の門（266,30££.）は、ゲーテの詩の「地獄の夜の門（der Holle nachtliches 

Tor）」としづ言葉とかなり正確に対応している。これは、一方では、アエ

ネーアースの地獄行きに関係づけられている箇所でもある。 Vgl.Hartmut 

Kaiser，”Betrachtungen zu den neapolitanischen vVasserspielen in Mo・
rikes Mozartnovelle“， in: Jb. d. freien dt. Hochstifts, Bd. XXI (1977), 
s. 394£. 

14) Wiese, Novelle, S. 219. 

15) Hanne Holesovsky, ,,Der Bereich des Schlosses in M凸rikesMozartno・

velle", in: The German Quarterly 46 (1973), S. 187. 

16) Frey, a. a. 0., S. 168. 

17) Vgl. Kaiser, a. a. 0., S. 375. 

18) Vgl. Karl P凸rnbacher(HrsgふEduardMiirike, Mozart auf der Reise 

nach Prag, Erliiuterungen und Dokumente, Reclams Universal-Bibliothek 

Nr. 8135, Stuttgart 1976, S. 109-112; Kaiser, a. a. 0., S. 366-373. 

19) Vgl. Kaiser, a. a. 0., S. 374£. 

20) V gl. Polheim, a. a. 0., S. 54£. 

21) ちなみに、 9月14日という日付については、ゲーテが『イタリア紀行』で

1786年の同じ日に Malcesineで体験したこととして報告レ亡し、る出来事に

対するアジュージョンであることが確認されている。 Vgl.Kaiser, a. a. 0., 

s. 383-392.この連想をたど、っていくと、 17年前モーツァノレトがナポリで見
た水上期jと「オデュッセイア」第6歌等との間接的な関連が明らかになるの

である。この作品におけるアリュージョンは、作品の時間的、空間的イメー

ジの広がりに大きく寄与しているばかりでなく、そのテーマの強調にも役立
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っているのである。

22）婚約式の参加者の人数は、「フィガロ」の登場人物と同じく 11人である。ま

た、たとえばオイゲーエエが歌うスザンナのアリア、および、彼女の「フィ

ガロの優雅さ」という言葉は、作品第二部と「フィガロ」とのより強い結び

つきを暗示するものであろう。この作品のオペラ「フィガロの結婚」に対す

る関係については vgl.Kaiser, a. a. 0., S. 376-383. 

23) Klassische Deutsche Dichtung in 22 Biinden, hrsg. von F. Martini u. 

W. Millier-Seidel unter Mitwirkung von B. von Wiese, Bd. 6, Romane 

u. Erziihlungen mit einem Nachwort von Fritz Martini, Freiburg, 

Basel, Wien 1964, S. 608. 

（大学院後期課程学生）


